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トコ ン シ ロ ッ プ （TJN ・・119） の 催 吐作用 の 研究
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【F1的】小児 の 薬毒物等 の 誤飲 事故は ，近年増加 し，中で も タ バ コ の 誤飲は ，そ の 80％

以 ．ヒを 占め て い る、． トコ ン シ 凵 ．
ソ フ は ，生 薬 ト コ ン Cephaelis　 lρρ cα α 綿 麟 σ （Brotero1）

A．Richard ま た は （］eρhα‘eli，s α 〔
・
u．rninaea 　Karsten （Rubi ε江ceae ） o）抽 出液 か ら 調製 さ れ

た シ ロ
ッ プ 製 剤 で あ る。1炊米 で は 薬毒物等誤飲時の 初期治療 に 本剤が汎用 され て い る が ，

本邦で は，製品 と して 販売 され て い な い
、 本研究で は，当社で 開発中の ト コ ン シ ロ ッ プ 製

剤 （TJN −119） の 効果な ら び に作用機序を検討 し た 。

【方法】 イ ヌ （ビ
ー

グ ル ，雌性 ，7カ lj齢以 ［
−
1） に TJN −119 ま た は 米匡1薬 1。）方［鴇 （USP ）

ト コ ン シ ロ
ッ フ を経 li投与 し，2 時間 ま で の 嘔lr土：の 回数 及 び 発現時間を測定 し，効果を比

較 し た p ま た ，投
’
チ後 2 時間以 降 の 嘔llヒの 肯無 に つ い て も検討 した。作用 機序 の 険討は，

嘔 吐 の 実験動物 と し て 科学 的に 評価 され て い る フ ェ レ ッ ト （雄性，体重 1．1〜1．5kg ） を

用 い た 。 動物 に 5−HT … 受容体拮 抗薬の オ ン ダ ン セ 1・ロ ン　（0．5mg ／kg，　 p．o ．） あ る い は ド

ハ ミ ン D 　受容体拮抗薬 の ス ル ピ リ ド 〔0．lmg ・
／kg，　 i．p，） を 投 与し た 。 30〜60 分後，　 TJN ．

1ユ9，ま た は活性成分 の cephaehne 、ちる い は ernetine を 経 U 投 与 し，嘔旺 な ら び に 空嘔叶

の lnl数 と発現 時間を観察 し た 。

【結 果】TJN −119 （0．1〜1．OmL ／kg）を投 与 した イ ヌ で ，投 与 18〜 45 分 に初！II1嘔叶が観察

さ れ，11區吐 回数 は用量 に 依存 し て 増加 し た c／USP ［・コ ン シ ロ
ッ プ で も ほ ぼ 同等 の 催畦作

用を認 めた．、なお，投 与後 2時 「昌1以降 は嘔吐 をほ と ん ど認め なか っ た ，
フ ェ レ ッ トに お い

て ，TJN −119，　 eephaeline あ る い は emetine に よ る嘔吐は ，オ ン ダ ン セ ト ロ ン に よ り完 全

に 抑制 され た／t 一方， ア ’f’モ ル フ ィ ン 誘発嘔吐 を抑制す る 111量 の ス ル ヒ リ ド 〔0，1mg／kg ）

の 投 与で は， こ れ ら の 嘔吐 は 著変を受 けなか っ た。

【結 論 】 TJN −119 は ，　 USP ト コ ン シ ロ ッ プ と ほ ぼ 同 等 の 催 u⊥二作用 を 示 し た、、本剤の 作用

は，　5−1−IT、・受容体力C「Ll　；ii・す る こ と が 示唆 さ れ た 。
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